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北海道東部の太司王洋沿岸iL ， 夏季を 中心として襲来する lh~;ß多は p その内陸数里の聞にわたっ

ていわゆる濃霧地帯を形成し，との地帯の農業iと大きな影響を及ぼしている。あたかもとの霧

の濃い季節比 農作物の生育期1mであり ，しかも 7 ， 8 )~の伎は，主な作物の出穂J jJ月花な ど

生補生活!上の設も重要・友時期にあたるので， 海霧は作物来が丘ヒtと制約を与え，ひいては農業経

営の方式のうえにも特別な考慮を要するわけで、ある。

1仰と p 二Itl~地に;t.;-ける農業地域区分のうえからも p 大正 14 " 1三 l亡設定された 12農業地帯1L

或いは昭和 23 年に改訂された 25 農業地域2) I亡命いて ， いすコれも ;/:尺安国， {illl路固たよび十勝

匡lの沿海地域をjffi じ「濃霧地帯」として区分され，そとに44zjjリ友農業上の技術やp 農政上の施

策を示唆している。

そとで，とうした海霧地帯で，農業はいかなる発展過程をたどり ，今後どういう方向に進む

べきであろうか。その課題を考察する一段階として，ととに釧路国沿岸地域で比較的早くから

組紘的主主農業経営の扶般をみ，その後棋式的危経営コtf式の推移を示 した!享一岸都太問村兵村 を対

象と して ， 若干の調査を行った。詳細な資料の記載は省略 し，胤.~モ的で、はあるが，筋道だけを

紹介し，今後の研究の参考としたい。

え友E2ゐ忌Ò"， ).，太〈 川 』宇や村十←付;) を E中iトド一.1，心心とす る土地也域の農来経営Z事宵拝.'情'

農3業E経営学{扮州d州F究5安ら主jでで、，渡辺侃教授を主I班~恥!允E として詳車絢制n川Hほ左言調!日珂7司J査研究が行われて4必奇り 3ぬ〉 ， と の調査と

その取りまとめについて指針を与えられたととを聞記して謝意を表する。

S 2. 初期の農業経営方式

太問村のいわゆる兵わj は p 海岸からゐよそ 10km，制高 80m あまりで，地形は波状を呈

し，士仕的にも局地的に差異があって ， 地味は全:!if，t的にみて低位にある といいえよう 。

太問村役場の記録による と， 明治 22 1，:1三 7 J1屯日 I兵条例 lとより ，石川県の 106 戸以 下 8 県

にわたる士放が芯刷して翌 23 年 7 n 440 戸がととに移住し，南北 2 コ rl~除の rt!. EII兵1:;1 として

長農林省北海道農業試験場国立企画室
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戸長役場を設置したのでるる。とうした屯田兵村の組織や運営Kついても，農業事情との関連

で，多く の興味遣うる資料をうるであろうが，ととでは屯問兵村 として農業経営がはじめられた

ととを記するにとどめ p その程営の方式について述べ怠ければならない。

440 戸入地した兵村会の土地の配分は， 5 ，000 坪 ( 1出口 40 lm x 奥行 12.5 1日1)を 1 枚とし， 3 枚

(5111J歩)を基本とした。

入地した当初に手をiA~めたのは ， 養蚕や麻の栽培であった。 ぞれは明治の初期に札幌を rlt心

とする石狩川下流平野で試みられた方式と同様の状況なのでるる。桑は相当増殖され，現在で

も道路のー側に名どりをとどめて主;;- 1) ，麻についても精鋭のために事業場が設けられたりした

が，い歩、れも経営として成立つととは困難であった。

一方食糧作物も p 麦知や豆類の ように子実を生産するものは収量が少友 c 結局毎年比較的

安全友牧穫をえたのは馬鈴薯でるったが， 単純主主畑作専営の穀説経営方式の成立も悶難であっ

たb

かくて経営方式の不安定友ままに官給の手当がなくなり，僅かの手持品を金l亡替へつくして

しまうにつれて， 440 戸の うちから次第にl虎薄手守が多きをカ11 えるに至った。それは，との地域

の適正な経営胤伎への一種の自然淘汰ともみられようし，かかる見地からすれば， 営農扶布Ilの

方策が批判されようが，当時の実情を考えると，やむを得なかったでるろう。事実 10 年後に

は， と の兵わ! の戸数は約半数となり，やがて 100 戸 を数えるに過ぎない状況に亙ったのであ

る。

S 3. 遁正な経営方式への動き

厚岸港の漁携は， I，I'.IC よって豊凶がたたし一方釧路港の佳ー頭によって，太1:1 1村兵村からの

漁携への稼働も不受工定なものであった。兵村にとどまらざるをえなかった農家は，耽?拝者の土

地を併合し， .1五鈴薯を主食とし，木茨焼によって現金牧入をえ友がら，他の地域ですでに見ら

れたような放牧を主とするきわめて安易及主高方式へと移ってきた。

ととで，入地当初は予想し得なかった海霧の影響について注意したい。防霧のために森林の

有効友ととは，先住のアイヌ民族が畑の周囲 l亡ヨモギを刈らす'I'L残してj沿いたととや当局の指

導，或いは実際の休験によって~illっていたのでるるが，その大牛は木没焼のため I亡切払わ主主け

ればならないほど，生計ーの急:迫を告げていたのであ る。 そして一部残された保安林は，防霧の

機能を果すには充分・ではなかった。

ìt主諮のかかる地帯，どうにも友らない地帯としての諦観から p 安易友放牧がはじまった。

元来p タ|隣 ・ 根室の J庁陶血域は，冬季積雪が少なしそとに繁茂する笹を飼料としての馬の

周年放牧i亡は天悲の地ともいうべき環境にあった。 そとに育成されたl!3は，休伎が強他で!皮蹄

も強< f耐悲性があり， 実役l乙過したために各地からの掃妥があったのである。 タ11路間~H亡はす
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でに幕末のとろに約 250 fíJj, I川治 10 年とろには 460 頭内外のよ!Jが放牧されていた記録がまう

るが，早くからの移住託は，古来というよりは，応産家とでもいうべき型をとっていた。とう

した素地があったから p ぷ川村ーでも，単純な穀寂経営方式がW~休されてくるにつれて，まや.\!J

と結び、ついてきたのは放なしとしない。しかし馬の価格は年によって変動が多かったし，さか

く安定性を欠くので，そとに '1二を混えるととになったι

牛はます=南部牛が入り，ショートホーン種，へヤフォード股など I生j川として繁殖される程度

でるったがp 大正 5 ， 6 年とろになると X5 700 関内外i乙対して牛は 400 頭内外に法し，牛も

.t.!J と同じく vまとんど J ，l;J/'[三放牧であった。大正 6 年とろからヱアシヤ{種がはいってきたがp 搾

乳がはじめられたのは大 lE8/'1ととろからであった。搾乳がはじまると午の飼養管理はやや集約

にはなったが，冬季川合前l を 11 うような施設は困刻lーであった， J窄乳量がたエテくなると，集乳し

て加工されるようになし大正 10 (，[:から坤乳工場が設立されp やがて午の種類はホルスタイ

ン極i乙転換してきた。 MJは J，m!'['.放牧で手数がかからないが他段が安い。牛は手数がかがるが経

済的には牛に依存するととがゐji-;‘かった。とうした傾向を現地の人の言葉をかりて表現する

と， r牛で食って F 113で菊jす」というととで、あった。

S 4 , 経営方式樹立の蘭芽

すでに明治 43 ~l三に，北}脳岳民事試験場釧路試作場が，とのたEl l村に設世されていた。とと

での試験lま，農作物の生育英JJ J[ IJ (6 , 7 , 8 月〉濃識に誕われて気加が上ら十，冬季J[\Jはこl:底が

深〈凍結する地帯で，油作物・ iltiÎrfJ~1積の選定と p その主JJ:f呪法を見 ILIすととからはじめられ，ゾ大<

11正!ι: 1叩O年カか通らは試作場のなカか込斗刈Iにl亡乙 1叩o n川町lリ町|りJ‘1当多歩j占歩7土の主主命畜経営ゴ方J式による I悦史

H昭討師手和口 9 年iに乙釧路市外穏)繭繭よ斗iド内i斗l乙移転)λ。

との間の試験調査の結果， rjj曻f . .:J( 1切らかになった点を尖に要約しよう。

1) 各種の作物についての辿否試験，品種比較1試験，その他羽1'1"[[訟に関する it，t験手カ通ら概'~i

されるととは，生育JlJJII \J 11 1の /1 1，服則とか開花主よほどの豆裂な時J~Jに p 海援のたまテかった1， 1三は p

概して収量の少ないととがIUJ らかである。また作物の限i:'H川の器具をみると，麦1mゃ:豆長J!等p

子実を生産するものは影響が著しいが，そのうちで燕麦は比岐的'Þ，"全性が高い。とれに反して

栄養片手官を収穫する馬鈴薯・甜菜ゐよび:li/，i~l~カプなどの根菜類，デントコーンゐよび牧草類等

の飼料作物は p 概して海霧による減収の割合が少ない。

2) 収穫物の秘:重量について，子実と茎主~1\i\との比率をみると p 他の海霧のない地域のそれ

ーに比べて，茎=~i~[)の重量が多い ftIfr口l が五色められる。特I'C甜菜はがJ守の少ない関係もあって p 根

部に対する茎菜子治の牧量が多い。

3) 何料J [j;j:R菜類のうちでは，刊に瑞兆カプが好越するととを!沼、め，その移前栽措法を確立

する等，t{lf-霧地帯の家畜を主とする:出業経営の方注が明らかに，なったり
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4) 模範程営農場は， 10 問J歩のうち 8 町歩を耕地とし，牧草(チモシー必よび赤クロ ーパ

-)，燕麦 ・ デン トコー ン，瑞典カフ等の飼料作物を主作物として取入れ，若干の馬鈴薯 ・ 大

麦 ・ 疏菜等をカ11 え ，乳牛 3~7 頭p 耕馬 1~2 頭を詞養する主畜経営方式をとった。ヂン トコ

{ンの栽培と，そのヱンシレ ー ジを作るととや瑞典カブの移植栽培 ・ 青刈燕麦の利用，燕麦と

赤ク ロ ー パ ~ :!Õ-よびチモシーとの混播による輪作牧草地の造成な ど，とのよ也号~K!òけるいわば

画期的な方法をとったが，約 10 ヵ年の経営の結果からみると p 濃霧地引iFの主畜経営の場合に

は， 10 町歩程度の経営面積では運営上無理なととが認められた。要するに旬r年牧入の 5 割内

外がさら K迫力1 1 されなければ生計が困難で，そのために実際には家畜を放牧に出し，あるいは

官林を払下げて木茨焼を行ったのでるるが，結果として，栽培作物の牧量を高めるとと，家芸干

の頭数を増加するか，あるいはさらに能率を高めるとと p あるいは土地を拡張するとと等の条

件が要請されるに至った。 とれらの条件のうちでp 作物の反牧増加は，防樹木な どの方面支を要

し，したがって家畜のが幻'111 ，能率の向上も早念には望みえないとすれば，ある程度の経営面積

の拡張によって合理的な経営改善が行われなければ友ら左いで遣うろう。

とうした実績から，大正末期から昭和にはいると飼料作物の栽培が増加し， 有畜農業経営へ

の基本条件が整つてはきたがp 安定した将来性のある経営方式の確立については，友会多く の

問題が提起されている。

~ 5. 現扶と今後の問題

昭和 27 年鎖I !路国支庁で管内農家の個別調査主行った資料について ， -)，.三川村兵村の農業経営

の現況をまとめてみると p 農家戸数 100 戸，その土地利用区分は，耕作畑 299.9 11lf歩，永年

牧草地 75.3 町歩，放牧地 1 ， 467.7 町歩，採草地 97 .5 町歩，原野 311. 9 1T1T歩，山林 1 ， 310.5

町歩，宅地 23.0 111T歩，その他 55 .1 11町歩，合計 3 ， 640.9 1lIT歩となって!ò 1) , 1 戸 当りの商積

は平均して 36.4町歩余となっている。農作物の栽培利月jが増加しているとはいうものの，放

牧地が 40% 余を l長め，農作物の作付面積が 8% 余に過ぎ友いととは， とんど左主婦|宅地造成

による経営の集約度を高めるべき余地の多いととを示している。

さて，農家戸数を経営面積の広狭別からみると， 1 戸 当り 40~50 1lIj'歩の経営が最も多く P

100 戸のうち 29 戸を占めているが， 10 町歩以下が 12 戸， 100 In J歩以上が 3 戸というよう

に，全戸が適正な規模にあるとはいいえない(第 1 表)。

第 1表 経営面積広狭別農家戸数

経幣積引1 I似明叶吋下イrl l卜l吋吋2吋一か山吋544+5印…O

l叩∞ 一土一空ヒL上1 9 己Lレ川J土ゴ人づI~ I三訂I 3 1い川2ぺ1 4一| ~J_O lい1
¥ 川
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さらに， 1 戸当りの作物の作付lúifJ'tをみると， 2~3 IIlrwが11止も多く 100 戸のうち 29 戸，

3'--4 IIlf;iÿが 22 戸， 1~2 111ftレーが 19 戸で， 5 IUf;歩以上は 12 戸内外に過ぎや， 1 IIlr歩以下が

6 戸もある(第2 去)，

第 2 表 農作物作付面積広狭別農家戸数

作付面債 (町) 1 1 以ド 1~2 2~3 3~4 I 4~5 ! 5~6 6~77 以上| 計

戸数 6 19 29 22 I 12 7 i 4 1 1 I 100 

とれらの世耕地に作付されている作物の陸矧は，禾本科牧ヴc (チモシー)が故も多く (35

%), fÙi]料としての燕麦がこれにつぎ (11 %)，食川の春播麦去J~ (9 %)，蕎麦 (8 %), .J.!J鈴普

(8%)，瑞~II・カプ (8%) ，デントコ{ン (6%) ，等がイ-11順次しp ji之近々立の早熟陸が豆干311.の flllJ

料川をかねて増力11 しつつあるが1.7% 前後を示して L 、るにすぎないc その他若干のJL~Ë~主主n.

耐菜・赤クロ{パー・雑穀類がii文凡される。

とれに対してÎ!lIj益されている家南は， .I.!J 542 到(J攻防 294， 1f-.I.!J 248) , 乳牛 410 副(成

牛 247， 1f午 163) ，制手 190 同等が主なものである(第 3 去)。

第 3 表

種 類|馬
|成馬|仔馬| 計-

家者家禽の飼養頭数

牛

成 lt" 1 仔午 i
豚 |緬羊;山羊|家兎| 難

計 1

頭数 I 294 !加:四 247 1日! ωI 1 I 190: 5 I 23 I 748 

すなわち p 単に家高の頭数から考えても，栽土i干飼料の自給!立は微々たるものでるるととはい

うまでもないであろう。-ï{;;{'i=物の作1-1'地とは jjリにチモシーを主体とする牧草地を保有している

が，とれとてもすで‘に 10 !.I三以 I二放世されているととろが多く，牧平の生産は減収のー詮をた

どりつつある。したがって日己の経営内に牧-r'ltC:f'也を持ちながら p 定分-に手IJ川できや大家高は遠

く離れた放牧地へi!lいやらなければならない実情にあるむ放牧地といっても，それは，多くは

耕培に利JIJ しえない低湿地で，その野11Cを利 fiJ するのであり， I ， ;J時にまた，そうした地区から

野1立を採集して乾草をつくるのでるる。

かつて，明治 23 年に 440 戸が入地し，単純な穀政経営方式にはじまってから，最近までの

推移は p 形のうえからは徐々に環境に応やる経営方式へと診つτ きたわけで、あるがp その内容

については p すべて今後の問題として残されているというべきであろう。

経営程済の主体を斉産にむく主斉経営方式を確立するためには， llrij料作物その他の作物の栽

主計也の活成と，生産力の増強が必要で、あしそのためには，防霧林が農作物の生産にさ子よ li"す

効巣について認識を新たにしp 趨切な防霧林の設置育成が先行しなければならない。ととに 1
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つの参考資料として p 北海道農三百五t験場銭1 1路分場(タ11路市隠繭平)で，昭和 14 年ゐよび同 15

年の 2 カ年にわたり，高さ 6 尺の直笠図を行って ， 主要作物に対する防霧，防風の効果を調査

した成績を初介してゐきたいのe もちろん本調査の施設は き わめて簡易友ものであ り，とれを

もって全般を推すわけにはいかないし，また治霧と作物生育との関係は，生理 ・ 生態的な方面

からも今後の研究にまつべきものでるるが， 弐のよう な大休の傾向は把握しう るのである。す

友わち甘藍 ・ 大根・白菜の ごと き:}\g予賎買たよびt~~芸賞は ， 海霧に対して，あ る程度影響をうけ

るととが少なししたがって麗笠で囲った場合の効果が著し く 友いがp その他の作物ではその

効果が明らかで，醍貧困に よって 単に牧量のみならや品質についても優っている。 とくに茄

子， ト マト のごとき主陪長類ゐよび豆類 ・蕎麦のごと き海霧に よって花蓄の落下しやすい作物で

は 3 その効果が著しいとと を示している。友主主， 直1{t囲に よる効果の有効距離は，作物の租詰買

によって多少の差は る るが， 大休農笠囲の高さの 20~25 俗内外でるるととが認められた(第

4, 5 表) 。

第 4 表 主要作物に対する産賃囲の効果(収量割合)

E 物名燕 麦 蕎 麦 1 大 王正 実 豆 馬鈴薯
尺 ド二. /J'J ~一一一一一一

1. 護資図 を 行わな い 箇所 100% 100% 100% 100% l∞% 

2. 康笠囲の高さ の 5 1音の箇所 120 150 125 138 121 

3 . 同 10倍の箇所 117 142 118 134 112 

4 . 同 15 倍の箇所 118 123 120 125 108 

5 . 同 20 倍の箇所 111 118 105 112 100 

6 . 同 25 f告の箇所 103 99 98 103 98 

第 5 表 琉菜類に対する霞奨四の効果 (収量割合)

試験区 別
疏菜名 l 甘藍 大根 白菜 胡 瓜 茄子 | トマト

産 受 囲 な し 100% 1 ∞% 100% 1 ∞% 100% 

2. 護 費閤のらる箇所 101 106 102 367 877 275 

とのよ うた気象喋境の改善lとともなって ， 家畜の飼養管理を合型化し，土佐厩肥を増産 して地

力を増進しp 牧草地の更新改良をはかり ， 飼料作物を輪作畑に組入れて自給度を強化し，作物

栽培の畜力化 ・ 機械化によって労働生産性を高める等，一連の主高経営方式の確立が積極的に

推進されるととに左 るであろう ι
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Résl町1品

Ohta-mura is an isolated vilIl'!ge on the Pacific coast in the sub-prefactpre 
of Kushiro, Hokkaido. 1t is in the centre of the sea-fog area in Northem 
Japan. 

The vilIage was established in 1890 by a group of 440 settler families from 
Japan prop巴r.

Each family started off with 12.4 acres in an attempt to build up crop 
farms. Results were unfavorable due to the fog and. intensely cold climate. As 
a result the type of farming underwent a change which Ied to the pr巴sent dairy 

farming. 
1890 to 1900: Crop farmillg. 
1900 to 1920: Cattle and horse breeding. 

1921 to the present: Dairy faロning.
The number of families have decreased to one fourth of the originaI and at 

the same time the acreage per family has increased to an average of 86.5 acres, 
without , however, showing any increase in the output of crops. 

It is suggested that to promote crop farming in this area the folIowing 

improvements would be necessary. 
a. To establish sea fog damage prev巴ntion forests. 
b. To increase soiI fertility. 
c. To improve pastures. 




